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末広新理事長

　
全
仏
常
務
理
事
会
は
さ
る
八
月
二
十
日
午
前

十
一
時
か
ら
開
か
れ
、
新
理
事
長
に
末
広
愛
邦

師
（
＝
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
前
理
事
長
鈴
木
悟
師
（
真
宗
大
谷

派
宗
務
総
長
）
が
同
派
宗
議
会
に
お
い
て
総
長

辞
職
の
た
め
、
理
事
を
退
い
た
こ
と
に
よ
っ
て

新
理
事
長
の
選
出
が
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
新

た
に
同
派
宗
務
総
長
に
な
っ
た
末
広
愛
蔵
師
が

互
選
に
よ
り
新
理
事
長
に
選
出
さ
れ
就
任
し

た
。
任
期
は
、
鈴
木
前
理
事
長
の
残
任
期
間
を

受
け
つ
ぐ
も
の
で
、
今
年
十
二
月
の
役
員
改
選

期
ま
で
で
あ
る
。

　
末
広
師
は
、
・
京
都
・
朱
雀
坊
住
職
で
、
大
谷

大
出
身
、
東
京
本
願
寺
輪
番
、
宗
務
総
長
、
野

仏
理
事
な
ど
を
つ
と
め
て
い
る
。

　
常
務
理
事
会
は
、
工
藤
義
修
氏
を
座
長
に
議

事
が
進
行
さ
れ
、
議
事
録
署
名
委
員
に
山
田
義

道
、
太
田
淳
昭
氏
を
選
出
し
た
。

全
仏
常
務
理
事
会

　
議
案
第
二
号
　
理
事
長
選
出
に
つ
い
て

　
前
述
の
と
お
り
、
寄
付
行
為
に
よ
り
末
広
愛

邦
師
を
選
出
し
、
承
認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
　
韓
国
に
お
け
る
W
F
B
常
任

理
事
会
代
表
派
遣
に
つ
い
て

　
次
期
W
F
B
大
会
が
韓
国
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
内
定
し
て
お
り
、
そ
の
件
に
つ
い
て
現
場

の
視
察
も
か
ね
て
、
八
月
二
十
三
日
越
り
二
十

二
議
案
承
認

六
日
ま
で
首
都
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
る
常
任
理
事

会
に
全
仏
よ
り
末
広
理
事
長
、
柳
国
際
文
化
局

長
、
通
訳
の
織
内
氏
の
品
名
を
派
遣
す
る
こ
と

を
承
認
。

　
報
告
事
項
（
一
）
　
国
際
專
門
委
員
委
嘱
に

つ
い
て

　
織
内
七
郎
氏
（
千
代
田
ト
ラ
ベ
ル
社
長
）
の

専
門
委
員
追
加
委
嘱
を
承
認
。
こ
れ
に
よ
っ
て

同
専
門
委
員
会
は
十
七
名
の
委
員
と
な
っ
た
。

　
同
（
二
）
　
評
議
員
委
嘱
に
つ
い
て

　
真
宗
大
谷
派
お
よ
び
念
法
真
教
よ
り
選
出
の

評
議
員
の
委
嘱
を
承
認
。

　
（
旧
法
真
教
）
長
谷
川
霊
感
、
一
瀬
良
覚

　
（
真
宗
大
谷
派
）
福
島
昭
信
、
後
藤
契
雪
、

　
橿
原
信
暁
、
土
肥
恵
恩
、
禿
諦
住

　
同
（
三
）
　
全
仏
大
会
報
告
に
つ
い
て

　
各
宗
代
表
者
会
議
、
懸
仏
代
表
者
会
議
、
各

部
会
に
つ
い
て
報
告
し
、
さ
ら
に
予
算
執
行
状

況
に
つ
い
て
担
当
部
長
よ
り
報
告
、
決
算
が
出

来
次
第
近
々
大
会
監
査
会
を
開
催
す
る
こ
と
を

報
告
し
、
了
承
。

　
な
お
、
当
日
の
出
席
者
は
、
山
田
義
道
、
野
村

宗
春
、
栗
本
俊
道
、
別
所
懇
懇
、
太
田
淳
昭
、

工
藤
義
修
、
伊
藤
治
雄
、
末
広
愛
邦
、
椎
谷
健

の
各
師
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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昭
和
五
十
年
の
四
月
に

・
韓
国
で
世
界
大
会
開
く

W
F
B
常
任
理
事
会
報
告
　
柳

　
世
界
仏
教
徒
連
盟
（
本
部
タ
イ
国
バ
ン
コ
ク

市
）
の
常
任
理
事
会
が
、
八
月
二
十
四
日
よ
り

三
日
間
韓
国
ソ
ウ
ル
特
別
市
に
お
い
て
開
催
さ

れ
、
常
任
理
事
国
で
あ
る
全
日
本
仏
教
会
で
は

新
理
事
長
末
広
愛
立
師
を
派
遣
す
る
こ
と
に
決

定
し
、
小
職
お
よ
び
国
際
専
門
委
員
織
内
七
郎

了
堅

氏
が
随
行
と
し
て
、
八
月
二
十
三
日
十
一
時
五

十
分
羽
田
空
港
発
の
K
E
七
〇
四
便
で
出
発
、

十
三
時
五
十
二
分
ソ
ウ
ル
到
着
、
直
に
に
韓
国

側
事
務
当
局
と
連
絡
登
録
を
行
っ
た
。

　
翌
二
十
四
日
九
時
に
大
韓
仏
教
曹
孟
宗
の
曹

渓
寺
へ

　
前
夜
到
着
し
た
プ
ー
ン
妃
殿
下
以
下
各
代
表

と
と
も
参
拝
、
総
務
院
長
釈
慶
山
師
は
じ
め
幹

部
と
懇
談
し
た
。

　
午
後
か
ら
徐
東
国
大
学
総
長
の
招
待
会
を
終

え
て
東
国
大
学
を
訪
問
、
仏
教
交
流
に
つ
い
て

膝
を
交
え
懇
談
し
有
意
義
で
あ
っ
た
。

　
夜
は
韓
国
側
W
F
B
会
長
で
あ
り
、
今
回
の

責
任
者
で
あ
る
金
済
源
氏
夫
妻
の
招
宴
が
金
氏

邸
で
催
さ
れ
参
会
者
多
数
で
盛
会
で
あ
っ
た
。

　
金
済
源
氏
は
国
会
議
員
で
実
力
者
で
あ
り
、

夫
人
も
国
会
議
員
と
し
て
活
躍
中
で
、
昨
年
わ

が
国
外
務
省
の
招
請
で
文
化
視
察
の
た
め
来
日

さ
れ
、
小
職
が
東
京
、
京
都
の
各
力
面
を
案
内

し
た
奇
し
き
因
縁
の
人
で
再
会
を
非
常
に
喜
ん

凶躍
品「」唱、　、｝　到黛，
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で
い
た
だ
い
た
。

　
二
十
五
日
遅
韓
国
仏
教
側
と
の
合
同
懇
談
会
，

（
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
デ
ィ
ス
カ
ヅ
シ
ョ
ン
）
が
日

程
に
従
っ
て
東
国
大
学
内
ブ
デ
ィ
ス
ト
．
ホ
ー
幽

ル
で
開
催
さ
れ
各
国
の
仏
教
事
情
が
紹
介
さ
れ

日
本
仏
教
に
つ
い
て
は
末
広
理
事
長
が
報
告
を

行
っ
た
。

　
つ
づ
い
て
禅
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
、
そ
の
あ
と

精
進
料
理
で
歓
待
さ
れ
た
。

　
午
後
二
時
よ
り
ダ
ワ
ー
ホ
テ
ル
十
七
階
の
会

場
で
理
事
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
タ
イ

の
ブ
ー
ン
妃
殿
下
、
サ
ン
ガ
バ
ン
事
務
局
長
、

マ
レ
ー
シ
ア
ー
邸
隆
漢
、
鄭
天
柱
。
ス
リ
ラ
ン

カ
ー
ー
ス
タ
ン
レ
ー
ウ
イ
リ
ア
ム
。
ハ
ワ
イ
ー
宮

原
ス
ナ
オ
。
タ
イ
ー
W
F
B
財
務
担
当
、
ア
ン

フ
ァ
イ
・
ヤ
エ
ゲ
ソ
ン
。
日
本
一
1
末
広
愛
邦
、

柳
了
堅
、
織
内
七
郎
の
各
氏
と
韓
国
側
よ
り
金

会
長
代
理
朴
副
会
長
、
孫
慶
山
勲
等
が
出
席
し

宮
原
ス
ナ
オ
氏
が
議
長
と
な
っ
て
会
議
が
進
め

ら
れ
た
。

　
第
一
議
題
、
第
十
一
回
大
会
開
催
に
関
す
る

件
。
こ
れ
に
つ
い
て
韓
国
側
か
ら
開
催
を
申
し

出
た
経
緯
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
、
韓
国
側
か
ら

国
内
選
挙
そ
の
他
の
事
情
か
ら
来
年
開
催
す
べ

き
と
こ
ろ
を
、
一
年
延
期
し
て
昭
和
五
十
年
秋

と
し
た
い
旨
提
案
あ
り
、
各
国
代
表
も
こ
れ
に

関
し
て
異
議
を
と
な
え
、
結
局
昭
和
五
十
年
四

月
二
十
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
一
週
間
と
し
合

意
の
上
決
議
し
た
。

．
第
二
議
題
、
次
回
常
任
理
事
会
開
催
の
件
。

　
昭
和
四
十
九
年
五
月
ウ
エ
サ
カ
を
中
心
と
し

て
、
新
し
く
完
成
し
た
タ
イ
の
W
F
B
本
部
で

開
催
す
る
こ
と
を
決
議
し
た
。

　
第
三
議
題
、
国
連
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
委
員
会

W
F
B
委
員
一
名
補
充
の
件
。

　
同
委
員
会
の
委
員
九
名
の
う
ち
W
F
B
よ
り

ブ
ー
ン
妃
殿
下
と
マ
ラ
ラ
セ
ケ
ー
ラ
の
二
名
で

あ
る
が
、
マ
博
士
の
逝
去
に
よ
り
欠
員
補
充
が

審
議
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
出
向
く
機
会
が

多
く
な
る
で
あ
ろ
う
と
し
、
そ
の
意
味
で
ハ
ワ

イ
の
宮
原
氏
が
適
任
で
あ
る
と
し
て
宮
原
氏
を

推
選
、
結
局
異
議
な
く
決
定
、
宮
原
氏
も
受
諾

し
た
。

　
以
上
で
理
事
会
は
終
っ
た
が
、
終
了
に
際
し

第
十
二
回
大
会
を
ぜ
ひ
日
本
で
引
受
け
て
も
ら

い
た
い
旨
の
非
公
式
発
言
が
各
国
代
表
か
ら
あ

り
、
末
広
理
事
長
笑
顔
で
答
え
、
和
や
か
に
閉

会
し
た
。
午
後
七
時
よ
り
駐
韓
タ
イ
国
パ
ヨ
ン

佐
藤
会
長
宛
に
届
い
た
返
書

大
使
の
招
宴
が
大
使
公
邸
で
開
か
れ
た
。

・
．
翌
二
十
六
日
は
午
前
九
時
・
か
ら
、
W
F
B
Y

の
訓
練
会
議
が
東
国
大
学
ブ
デ
イ
ス
ト
・
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
各
国
代
表
と
と
も
に
末
広
理

事
長
以
下
三
名
の
日
本
代
表
も
、
オ
ブ
ザ
ー
パ

レ
と
し
て
出
席
、
金
知
見
教
授
が
議
長
と
な
り

あ
い
さ
つ
、
祝
辞
等
型
通
り
の
開
会
式
が
あ
っ

た
。　
出
席
国
は
台
湾
、
香
港
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ク
メ
ー
ル
共
和
国
、
ラ
オ
ス
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

ス
リ
ラ
ン
カ
、
タ
イ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
、
韓
国
で

三
十
一
日
ま
で
熱
心
に
訓
練
が
な
さ
れ
た
。

　
日
本
側
一
行
は
、
翌
二
十
七
日
K
E
七
〇
“
．

便
で
ブ
ー
ン
妃
殿
下
一
行
と
午
後
四
時
十
五
分
．

無
事
日
本
に
帰
国
し
た
。

　
こ
の
た
び
の
訪
韓
に
あ
た
り
、
末
広
理
事
長

．
の
陣
頭
指
揮
と
織
内
国
際
専
門
委
員
の
献
身
的

な
御
奉
仕
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
日
本

仏
教
に
対
す
る
各
国
の
期
待
が
非
常
に
大
き
い

こ
と
を
痛
感
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
四
仏
国
際
文
化
局
長
〉
．

中
国
仏
教
会
か
ら
返
書
…

　
先
般
、
六
月
十
二
日
、
日
中
友
好
宗
教
者
懇

話
会
代
表
団
（
会
長
西
川
景
文
師
）
一
行
十
一

名
が
中
国
訪
問
の
際
、
全
日
本
仏
教
会
が
菅
原

恵
慶
師
に
託
し
た
中
国
仏
教
会
々
長
、
趙
僕
初

居
士
宛
の
親
書
（
本
誌
七
月
号
掲
載
）
に
対
す

る
返
事
が
、
こ
の
ほ
ど
佐
藤
泰
舜
会
長
宛
に
寄

せ
ら
れ
た
。

　
内
容
（
訳
文
）
は
次
ぎ
の
通
り
。

　
全
日
本
仏
教
懇
々
長
r

　
曹
洞
宗
管
長

　
佐
藤
泰
舜
離
離
下

　
　
中
国
殉
難
者
遺
骨
送
還
日
本
代
表
団
が
も

　
た
ら
し
た
尊
翰
を
奉
読
し
感
激
無
量
に
存
じ

　
ま
す
。

　
　
中
日
両
国
人
民
の
悠
久
な
る
友
好
の
歴
史

　
の
上
で
、
仏
教
の
淵
源
は
特
別
に
深
厚
な
も

　
の
が
O
ぎ
い
ま
す
。

　
こ
こ
二
十
年
来
、
日
本
仏
教
界
は
日
本
に

お
い
て
殉
難
し
た
中
国
烈
士
の
遺
骨
の
発
掘

送
還
の
た
め
に
積
極
的
な
努
力
を
払
わ
れ
九

こ
と
は
、
中
日
両
国
関
係
の
E
常
化
に
対
↓

て
多
大
の
促
進
作
用
を
果
さ
れ
ま
し
た
。

　
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
対
し
深
く
讃
仰
感
瓢

の
意
を
表
す
る
も
の
で
む
ぎ
い
ま
す
。
，

今
後
は
、
仏
教
を
通
じ
て
、
両
国
人
民
の
友

好
事
業
に
貢
献
す
る
こ
と
を
、
我
々
共
同
益

体
の
実
現
と
致
し
た
く
存
じ
上
げ
ま
す
。

荷
承
慧
照
（
O
照
顧
を
賜
り
）
栄
幸
の
至
急

に
存
じ
ま
す
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
返
書
号
し
上
げ
ま
す
。
．
…

敬
頒
道
安

　
中
国
仏
教
協
会
責
任
者

　
　
　
　
　
　
　
　
燈
撲
初
（
印
）

　
一
九
七
三
年
六
月
二
十
七
旧
，
．

周3｝
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浄
土
宗
西
光
院
住
職

同
窓
の
友
の
ひ
と
言

　
大
学
の
頃
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
予
習
に

倦
ん
で
「
あ
あ
あ
、
何
で
こ
ん
な
面
倒
く
さ

い
も
の
勉
強
し
な
き
や
な
ら
な
い
ん
だ
ろ
う

な
」
と
あ
く
び
ま
じ
り
に
洩
ら
し
た
私
の
歎

声
に
、
同
窓
の
U
君
が
言
下
に
「
仏
に
な
る

た
め
さ
」
と
応
じ
た
。
U
君
は
著
名
な
真
宗

本
願
寺
派
の
学
匠
の
御
曹
子
で
あ
っ
た
だ
け

に
、
漠
然
と
成
仏
と
は
程
遠
い
よ
う
に
思
っ

て
い
た
の
で
、
こ
の
即
座
の
一
言
は
胸
に
こ

た
え
、
私
は
今
も
っ
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　
大
学
に
入
り
仏
教
を
学
ぶ
こ
と
を
当
然
と

は
考
え
て
は
い
た
が
、
そ
れ
が
「
仏
に
な
る

た
め
」
と
ま
で
は
深
く
思
っ
て
い
な
か
っ
た

私
は
、
自
分
の
迂
瀾
さ
を
憐
じ
る
と
共
に
、

学
匠
と
し
て
大
を
な
し
た
U
君
の
御
父
君
の

業
績
が
、
決
し
て
単
な
る
有
難
が
ら
せ
の
お

談
義
で
は
な
く
、
自
身
が
「
仏
に
な
る
た
め
」

の
深
い
苦
し
み
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

「
仏
に
な
る
た
め
」
の
一
言
を
残
し
た
U
君

は
、
戦
争
に
よ
っ
て
地
理
的
に
は
仏
の
国
に

近
づ
い
た
が
、
遂
に
ビ
ル
マ
戦
線
か
ら
の
帰

若

林

隆

還
者
の
列
に
入
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
彼
岸
を
迎
え
ま
ず
思
い
当
る
の
は
、
こ
の

「
仏
に
な
る
た
め
」
の
一
言
で
あ
る
。
日
域

が
大
乗
相
応
の
地
で
あ
る
と
の
自
覚
は
、
古

人
の
体
験
に
基
ず
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、
文
字

通
り
に
う
け
と
ゆ
て
よ
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
そ
れ
は
大
乗
相
応
を
他
人
に
説
く
の

み
で
、
文
字
の
上
に
浮
い
て
し
ま
っ
て
よ
い

と
い
う
こ
と
で
は
決
し
て
あ
る
ま
い
。
日
本

仏
教
の
骨
格
を
形
成
し
た
と
い
わ
れ
る
本
平

門
思
想
が
、
そ
の
卓
越
性
を
主
張
し
得
る
た

め
に
は
、
い
く
つ
か
の
前
提
が
必
要
で
あ
っ

た
の
で
あ
り
、
彼
岸
に
達
す
る
に
は
ま
ず
六

波
羅
蜜
が
自
分
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
念
頭

に
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
．
十
波
羅
蜜
と
し
て
方
便
な
ど
の
四
が
説
か

れ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
六
度
を
補
助
す
る

た
め
で
あ
り
、
大
乗
に
つ
い
て
説
き
、
本
覚

に
つ
い
て
論
ず
る
方
便
が
、
ど
ん
な
に
勝
れ

て
い
よ
う
と
も
、
渡
る
こ
と
を
忘
れ
た
腰
の

き
ま
ら
ぬ
空
談
義
の
無
意
味
さ
は
、
民
衆
が

最
も
よ
く
知
っ
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
彼
岸

に
つ
い
て
の
反
省
は
、
彼
岸
と
は
自
分
が
「
仏

に
な
る
こ
と
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
べ
き
で
あ
り
、
彼
岸
と
「
お
彼
岸
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
乃
至
「
彼
岸
会
」
と
の
違
い
を

　
　
　
　
　
認
識
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ら
る

　
　
　
　
　
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
彼
岸
会
の
起
源
が
イ
ン
ド
・

　
　
　
　
　
中
国
に
な
ぐ
て
わ
が
国
の
大
同

　
　
　
　
　
元
（
八
〇
六
）
年
三
月
、
崇
道

光
天
皇
即
ち
故
早
良
親
王
の
た
め

　
　
　
　
　
に
、
諸
国
国
分
寺
の
僧
を
し
て

春
秋
特
認
、
月
別
七
月
、
金
剛
般
若
経
を
読

ま
し
め
た
に
始
ま
る
こ
と
は
よ
く
い
わ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
も
し
、
こ
れ
が
今
日
の

「
お
彼
岸
」
の
起
源
と
認
め
ら
れ
る
な
ら

ば
、
こ
の
こ
と
は
正
に
彼
岸
の
日
本
的
と
ら

え
方
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
何
と
な
れ
ば
早

良
親
王
は
崇
道
天
皇
と
お
く
り
名
こ
そ
さ
れ

て
い
る
が
、
長
岡
遷
都
に
関
し
藤
原
種
継
暗

殺
の
責
を
負
わ
さ
れ
て
、
光
仁
天
皇
の
皇
太

子
の
地
位
を
廃
さ
れ
、
淡
路
島
配
流
の
途

中
、
飢
え
て
憤
死
し
、
桓
武
天
皇
の
皇
后
・

中
宮
等
に
た
た
り
を
な
し
た
と
さ
れ
た
怨
霊

第
一
号
と
も
い
う
べ
き
方
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
そ
し
て
読
調
を
命
じ
ら
れ
た
金
剛
般

若
経
は
造
塔
等
の
功
徳
に
勝
っ
て
読
踊
の
功

を
説
く
経
典
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
皇
后
等
の
連
続
死
と
い
う
怨
霊
説
の
で
き

や
す
い
条
件
の
下
で
、
病
め
る
桓
武
天
皇
か

天
皇
の
意
を
体
し
た
奈
良
の
僧
綱
た
ち
が
、

春
秋
二
季
の
読
踊
を
諸
国
国
分
寺
に
命
じ
た

の
は
頗
る
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
り
、
事
の
起

り
が
九
月
二
十
四
日
に
暗
殺
さ
れ
た
藤
原
種

継
に
あ
っ
た
こ
と
も
こ
れ
を
傍
証
す
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。
短
く
て
、
し
か
も
イ
ン
ド
・

中
国
な
ど
で
権
威
の
認
め
ら
れ
て
い
た
金
剛

般
若
経
が
、
空
と
か
大
乗
の
語
を
用
い
て
居

ら
ず
、
た
ま
た
ま
読
踊
の
功
を
説
い
て
い
た

こ
と
は
、
般
若
と
か
空
と
か
の
教
義
に
さ
ほ

ど
熟
達
し
て
い
な
か
っ
た
九
世
紀
初
頭
の
仏

教
界
の
人
々
に
は
ま
こ
と
に
好
都
合
で
あ
っ

た
で
あ
ろ
う
。

　
有
為
法
の
空
を
説
く
経
典
は
、
そ
の
空
を

体
得
し
て
彼
岸
に
達
す
る
手
だ
て
と
し
て
で

は
な
く
、
は
じ
め
か
ら
「
如
露
亦
如
電
応
作

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

如
是
観
」
の
口
調
の
よ
さ
で
彼
岸
会
に
さ
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
仏
教
辞
典
類
が
日

本
型
紀
の
記
述
の
み
を
販
上
げ
て
、
彼
岸
会

の
起
源
を
こ
こ
に
お
き
、
そ
の
裏
に
あ
る
早

良
親
王
鎮
魂
の
事
実
を
無
視
し
て
い
る
の
は

彼
岸
が
到
彼
岸
と
し
て
で
は
な
く
、
彼
岸
会

と
し
て
ば
か
り
と
ら
え
ら
れ
て
き
た
反
省
の

足
り
な
さ
を
示
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

　
し
か
し
日
本
の
仏
教
は
決
し
て
こ
の
奈
良

　
　
　
　
　
　

仏
教
の
彼
岸
会
の
線
上
に
言
開
い
た
も
の
で

は
な
い
。
鎌
倉
新
仏
教
の
祖
師
た
ち
が
、
す

べ
て
そ
の
流
れ
を
汲
ん
だ
最
澄
が
帰
朝
し
て

籠
山
十
二
年
を
叫
ん
だ
の
は
、
実
は
正
に
こ

の
と
き
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
（
延
暦
二
十

四
、
八
〇
五
年
帰
朝
）
彼
の
旧
仏
教
へ
の
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
の
激
し
さ
は
、
彼
岸
へ
の
努
力
を
彼
岸
会

に
す
り
か
え
て
し
ま
お
う
と
し
て
い
た
南
都

仏
教
へ
の
戦
い
で
も
あ
っ
た
と
は
い
え
な
い

だ
ろ
う
か
。

　
仏
は
み
潔
き
ら
き
ら
し
き
金
銅
仏
と
し
て

そ
の
美
し
さ
か
ら
神
性
の
尊
厳
が
判
断
さ
れ

「
君
親
の
恩
の
た
め
」
に
造
ら
れ
た
順
々
に

そ
の
仏
像
が
納
め
ら
れ
、
寺
外
の
布
教
が
禁

剛4
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ぜ
ら
れ
、
例
外
と
し
て
し
か
山
林
修
行
を
認

め
な
い
僧
尼
令
の
下
に
甘
ん
じ
て
い
た
僧
綱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

統
制
下
の
仏
教
界
で
、
金
剛
般
若
経
が
製
糖

さ
れ
て
し
ま
っ
て
は
、
経
の
説
く
有
無
を
超

え
た
空
の
思
想
を
理
解
し
、
体
現
し
よ
う
と

す
る
「
仏
に
な
る
」
道
は
、
怨
霊
折
伏
や
先

祖
追
善
の
有
に
拘
わ
る
意
識
に
お
お
わ
れ
て

し
ま
う
。
墨
黒
は
こ
の
彼
岸
の
到
彼
岸
性
を

い
い
か
え
れ
ば
六
度
の
度
に
含
ま
れ
る
此
土

と
異
質
の
彼
岸
に
渡
る
性
格
が
、
追
善
慰
霊

の
会
と
な
っ
て
上
す
べ
り
し
て
し
ま
う
こ
と

を
、
十
二
年
の
野
山
修
行
に
よ
っ
て
防
益
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
聖
徳
太
子
が
基
礎
を
お

い
た
大
乗
の
精
神
が
、
奈
良
時
代
を
空
し
く

過
し
、
最
澄
に
至
っ
て
よ
う
や
く
知
己
を
得

た
感
が
あ
る
の
も
、
こ
の
間
の
消
息
を
物
語

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
量
の
積
重
ね
が
や
が
て
質
の
変
化

を
も
た
ら
す
こ
と
、
い
わ
ば
非
連
続
の
連
続

の
昏
喩
と
し
て
、
こ
れ
以
上
の
適
切
な
も
の

は
求
め
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
彼
岸
と
い
う

豪
雨
は
、
そ
の
表
現
の
美
し
さ
、
智
恵
深
さ

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
決
し
て
そ
の
困
難
さ
を

や
わ
ら
げ
る
も
の
で
は
な
い
。
仏
に
な
る
こ

と
を
到
彼
岸
と
い
い
か
え
て
も
、
自
分
を
ふ

く
め
た
衆
生
の
す
べ
て
が
仏
に
な
る
こ
と
は

五
十
六
億
七
千
万
年
後
に
は
じ
め
て
実
現
の

可
能
性
を
持
ち
得
る
か
と
い
う
程
の
非
現
実

的
な
事
実
な
の
で
あ
る
。
一
部
を
密
教
の
祈

祷
が
負
担
し
た
に
せ
よ
、
到
彼
岸
は
い
わ
ば

絶
望
の
象
徴
で
も
あ
る
。

　
十
世
紀
以
降
の
末
法
思
想
は
、
よ
く
貴
族

勢
力
没
落
を
背
景
と
し
て
の
み
説
か
れ
て
い

る
が
、
末
法
法
滅
の
歎
き
は
、
彼
岸
に
到
り

得
な
い
絶
望
の
叫
び
で
あ
り
、
こ
の
困
難
を

超
克
す
る
こ
と
な
し
に
は
、
わ
れ
ひ
と
共
に

救
わ
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
仏
に
な
ら
ぬ
、

仏
に
な
れ
ぬ
教
は
仏
教
で
は
な
く
、
仏
教
は

存
在
の
根
拠
を
失
う
ほ
か
は
な
い
。

　
こ
う
し
て
一
度
は
最
澄
に
よ
っ
て
n
到
彼

岸
た
る
べ
し
と
し
て
否
定
さ
れ
た
彼
岸
は
、

　
　
　

彼
岸
会
と
し
て
再
び
甦
る
こ
と
に
な
る
。
浄

土
教
家
は
深
め
き
っ
た
絶
望
の
底
か
ら
時
機

を
踏
切
り
の
弾
み
板
と
し
て
、
極
楽
の
彼
岸

を
望
ん
だ
。
観
無
量
寿
経
の
日
想
観
に
与
え

ら
れ
た
解
釈
が
彼
岸
会
に
新
し
い
生
命
を
与

え
、
四
天
王
寺
の
西
門
は
、
極
楽
の
東
門
に

接
す
る
と
信
ぜ
ら
れ
た
が
、
そ
う
信
ず
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
々
は
正
に
駈
引
の
四
天
王

寺
か
ら
極
楽
の
彼
岸
に
達
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
あ
る
。
他
方
禅
家
の
人
々
は
、
こ
の

時
機
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

絶
望
の
淵
か
ら
上
っ
た
の
で
あ
る
。
無
限
の

彼
方
に
あ
っ
た
彼
岸
は
、
彼
岸
を
目
指
す
こ

と
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
到
達
さ
れ
る
の
で
あ

る
。
只
管
打
坐
そ
の
こ
と
が
彼
岸
で
あ
り
、

い
わ
ば
彼
岸
会
を
営
む
こ
と
自
体
が
彼
岸
な

の
で
あ
る
。

到
彼
岸
へ
古
人
の
知
恵

　
彼
岸
会
は
今
や
他
人
の
怨
霊
を
鎮
め
る
た

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
他
を
ふ
く
め
た
一

切
衆
生
、
い
い
か
え
れ
ば
こ
の
自
分
の
た
め

に
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
を
知
り
、
知

ち
し
め
る
こ
と
が
、
真
の
彼
岸
会
の
意
義
と

い
っ
て
よ
い
こ
と
に
な
っ
た
の
い
日
本
の
仏

教
の
あ
り
方
と
い
え
よ
う
。

永
代
経
を
営
み
、
施
餓
鬼
を
営
み
、
彼
岸

ま
わ
り
を
行
い
、
お
団
子
を
供
え
る
こ
と
に

布
施
の
心
が
こ
も
る
べ
き
こ
と
を
教
え
る
の

も
、
決
し
て
意
義
な
し
と
は
し
な
い
。
し
か

し
九
世
紀
初
頭
に
、
鎮
魂
の
手
段
と
し
て
行

わ
れ
た
彼
岸
会
を
そ
の
ま
ま
現
代
に
持
っ
て

き
た
の
で
は
、
彼
岸
と
い
う
書
喩
に
よ
っ
て

到
彼
岸
す
な
わ
ち
仏
に
な
る
こ
と
を
表
わ
し

た
古
人
の
知
恵
を
生
か
し
き
っ
た
も
の
と
は

い
え
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
此
岸
か
ら
彼
岸
に
渡
る
に
は
、
橋
に
せ
よ

舟
に
せ
よ
、
筏
に
せ
よ
、
泳
い
で
渡
る
に
せ

よ
、
は
た
ま
た
飛
行
機
に
よ
る
に
せ
よ
、
何

等
か
の
困
難
が
伴
う
も
の
で
あ
り
、
そ
の
間

に
何
等
か
の
質
的
転
換
が
あ
る
こ
と
を
自
覚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚
生
せ
し
め
る
も
の
で
な
け
れ
ば
、
彼
岸
会

　
　
　
　
　

を
彼
岸
会
の
名
に
お
い
て
行
う
意
味
は
生
き

で
こ
な
い
。
そ
し
て
現
代
の
彼
岸
会
が
殆
ん

ど
単
な
る
慣
習
に
堕
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
、

昔
金
剛
般
若
経
読
踊
に
期
待
さ
れ
た
程
の
功

徳
へ
の
期
待
も
現
代
人
に
抱
か
せ
て
い
な
い

単
な
る
「
お
彼
岸
法
要
」
に
な
り
果
て
て
い

る
の
は
、
こ
め
こ
と
を
忘
れ
た
結
果
と
は
い

え
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
葬
式
仏
教
と
は
、
僧
侶
の
側
か
ら
い
え
ば

葬
式
法
要
ば
か
り
執
行
し
て
能
事
了
れ
り
と

し
て
い
る
仏
教
僧
侶
へ
の
蔑
称
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
が
、
逆
に
信
徒
側
に
つ
い
て
い
え

ば
、
葬
式
の
と
き
し
か
寺
に
来
な
い
け
し
か

ら
ぬ
信
徒
の
謂
で
は
な
い
か
。
明
治
以
来
の

学
校
教
育
の
悪
弊
の
集
積
と
い
う
前
に
、
全

て
の
宗
派
が
と
り
行
う
「
彼
岸
」
行
事
の
と

り
行
い
方
の
根
底
を
考
え
直
し
て
見
て
は
ど

う
で
あ
ろ
う
か
。
お
彼
岸
が
彼
岸
へ
の
道
、

仏
に
な
る
道
と
知
っ
て
い
る
信
徒
は
、
全
檀

信
徒
の
何
％
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

　
お
彼
岸
の
い
わ
れ
、
彼
岸
会
の
起
源
を
解

説
す
る
ば
か
り
で
は
、
仏
教
は
常
に
後
向
き

の
そ
し
り
を
免
れ
得
な
い
。
の
ぞ
き
か
ら
く

り
で
地
獄
極
楽
を
見
世
物
に
す
る
時
代
に
は

民
衆
に
と
っ
て
そ
れ
が
彼
岸
を
望
み
見
る
手

段
で
あ
っ
た
。
麦
や
稗
の
飯
を
た
べ
て
い
た

と
き
に
は
、
米
の
粉
の
団
子
に
砂
糖
入
り
の

小
豆
飾
は
、
布
施
の
手
段
と
し
て
最
上
の
も

の
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
昔
あ
っ
た
の
ぞ
き

か
ら
く
り
に
つ
い
て
語
る
の
は
よ
い
。
彼
岸

団
子
に
つ
い
て
語
る
の
は
な
つ
か
し
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
い
つ
で
も
い
つ
ま
で
も
、
の

ぞ
き
か
ら
く
り
や
彼
岸
団
子
に
つ
い
て
語
つ

っ
て
い
る
な
ら
ば
、
葬
式
に
し
か
こ
な
い
葬

式
仏
教
徒
を
彼
岸
に
立
ち
向
わ
せ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。
　
「
仏
に
な
る
た
め
さ
」
と
言
い

切
ら
せ
た
あ
る
も
の
が
失
わ
れ
て
い
る
な
ら

ば
こ
の
頃
流
行
し
出
し
た
チ
カ
チ
カ
す
る
祭

壇
の
豆
電
球
の
よ
う
に
蝋
燭
の
落
着
き
も
電

灯
の
明
る
さ
も
持
た
な
い
、
正
に
愚
劣
な
過

去
の
模
倣
と
い
う
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

　
彼
岸
会
は
彼
岸
が
無
限
の
彼
方
に
あ
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
無
限
に
前
向
き
に
進
み
得
る

こ
と
を
知
り
、
知
ら
し
め
る
最
も
よ
き
機
会

で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
学
問
の
名
を
か
り
た

怨
霊
説
が
寺
々
を
の
み
こ
ん
で
、
大
乗
相
応

の
日
域
に
は
び
こ
る
よ
う
な
愚
劣
さ
は
全
仏

教
徒
が
仏
に
な
る
た
め
に
、
真
の
彼
岸
を
目

指
す
こ
と
を
知
っ
た
暁
に
は
自
ら
消
え
て
行

く
と
思
わ
れ
る
。
　
（
全
町
文
化
専
門
委
員
）
　
・
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雷
鳴
の
墓
地
に
感
慨

圏’・8・ @’、，ぢ1し’じ

コ1欄
1灘；訪i．簾難

糠
蝦
灘
繊

真
宗
若
手
僧
侶
巡
拝
団
立
花
記
久
丸

ま
し
た
。
そ
し
て
枚
挙
に
い
と
ま
の
な
い
、

れ
に
ま
つ
わ
る
事
柄
を
話
し
合
っ
て
行
く
う
ち

に
、
戦
後
は
や
三
十
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る

今
日
、
わ
れ
わ
れ
の
身
の
廻
り
に
も
、
そ
し
て

少
く
と
も
わ
れ
わ
れ
の
体
験
の
上
に
あ
る
く
せ

に
、
も
う
遠
い
記
憶
の
片
隅
に
追
い
や
ら
れ
た

よ
う
に
す
ら
あ
る
事
柄
に
私
た
ち
の
思
い
は
至

　
今
回
、
私
た
ち
都
内

在
住
の
真
宗
若
手
僧
侶

が
、
東
南
ア
ジ
ア
戦
没

者
の
追
悼
法
要
と
遺
跡

寺
院
巡
拝
旅
行
を
思
い

立
っ
た
の
は
、
極
め
て

単
純
な
理
由
か
ら
で
あ

り
ま
し
た
。

　
あ
る
会
合
の
席
上
、

今
日
わ
れ
わ
れ
の
生
活

の
中
で
「
お
蔭
様
」
と

い
う
挨
拶
は
、
あ
り
き

た
り
の
日
常
会
話
の
上

で
し
き
り
と
使
用
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
本
来

の
言
葉
の
奥
に
ひ
そ
む

意
味
深
さ
を
嘗
て
自
分

た
ち
が
感
じ
た
こ
と
が

あ
っ
た
ろ
う
か
、
と
い

う
点
に
論
議
が
集
中
し

　
　
　
　
　
　
　
　
そ

1冒181●●8●●曾9●冨Illlll騨1聖8r■●●，．●量邑Iし

り
ま
し
た
。
熾
烈
な
最
後
を
と
げ
、
海
に
山
に

歪
め
ら
れ
た
青
春
を
精
一
杯
生
き
た
人
々
が
、

今
日
の
日
本
の
姿
を
想
像
だ
に
せ
ず
戦
渦
の
中

に
身
を
投
じ
、
不
帰
の
人
と
な
っ
た
数
多
く
の

同
朋
が
あ
る
こ
と
に
。

私
た
ち
の
今
日
は
、
そ
う
し
た
貴
い
犠
牲
の

上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
っ

て
も
決
し
て
過
百
で
は
あ
り
ま

す
ま
い
。
人
知
れ
ぬ
野
に
山
に

文
字
通
り
身
を
も
っ
て
悠
久
の

大
義
に
捧
じ
た
兵
士
た
ち
の
激

戦
の
跡
を
訪
ね
、
そ
の
徳
を
讃

え
る
と
と
も
に
、
故
郷
の
今
日

繁
栄
を
報
告
し
つ
つ
、
一
巻
の

読
経
を
諦
し
て
追
悼
の
志
と
す

る
こ
と
こ
そ
、
私
た
ち
仏
教
徒

の
使
命
で
あ
ろ
う
と
結
論
し
、

す
ぐ
さ
ま
計
画
を
立
て
、
決
行

の
日
を
待
つ
こ
と
と
な
’
一
た
の

で
あ
り
ま
す
。

　
計
画
さ
れ
て
か
ら
ニ
カ
年
は

ま
た
た
く
間
に
過
ぎ
て
行
き
ま

し
た
。
参
加
者
は
各
自
に
正
信

偶
（
親
駕
聖
人
御
選
述
、
顕
浄

土
教
行
証
文
類
行
巻
）
を
書
写

し
、
参
拝
記
念
の
一
環
と
し
て

埋
蔵
す
べ
く
用
意
を
し
た
ほ
か

万
端
の
準
備
は
整
っ
て
、
去
る
七
月
二
十
六
日

朝
九
時
、
教
区
代
表
者
の
歓
送
の
辞
を
耳
の
底

に
と
ど
め
、
全
仏
よ
り
お
預
り
し
た
州
旗
を
先

頭
に
し
て
、
八
月
五
日
ま
で
の
全
行
程
、
十
泊

十
一
日
の
旅
行
に
全
員
十
名
の
巡
拝
法
要
団

は
、
中
華
航
空
機
で
羽
田
を
後
に
し
ま
し
た
。

　
途
中
、
台
北
、
香
港
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル

を
経
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
現
地
時
間
午
後
九

時
半
に
到
着
し
、
バ
ス
で
ブ
キ
テ
マ
台
地
の
エ

ク
ア
ト
リ
ア
ル
・
ホ
テ
ル
へ
向
い
、
第
一
夜
の

夢
を
結
び
ま
し
た
。

　
翌
日
午
前
中
に
市
内
観
光
を
す
ま
せ
、
午
後

鷹
縫
勲
蝦
ギ

　
㌔

、
！
疹
鍔
、

趨
毒

シンガポールの日本人墓地で法要を勤める一行

私
た
ち
は
ま
ば
ら
な
人
家
の
裏
手
に
ひ
っ
そ
り

と
あ
る
日
本
人
墓
地
へ
法
要
す
べ
く
参
拝
の
足
Ψ

を
運
ん
で
、
全
州
拝
領
の
お
花
を
小
さ
な
慰
霊

堂
に
飾
り
、
声
高
く
勤
行
を
始
め
ま
し
た
。
聞

き
な
れ
ぬ
声
を
耳
に
し
た
近
所
の
子
ど
も
た
ち

が
遠
巻
き
に
寄
っ
て
き
た
り
、
時
に
鋭
い
雷
鳴

が
轟
い
た
り
す
る
中
で
、
私
た
ち
は
墓
地
の
隅

に
あ
る
自
然
石
で
出
来
た
戦
没
者
碑
に
散
華
を

行
な
い
「
こ
の
読
経
、
十
方
に
響
流
せ
よ
、
深

く
永
い
眠
り
に
あ
る
同
朋
の
耳
に
届
け
」
と
ば
・

か
り
、
声
を
振
り
絞
っ
て
勤
行
さ
せ
て
頂
い
た

こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　
目
に
流
れ
込
む
汗
と
、
こ
み
上
げ
て
来
る
胸

の
熱
い
か
た
ま
り
に
、
と
も
す
れ
ば
経
文
の
文

字
も
霞
み
勝
ち
な
私
は
、
し
ば
し
小
さ
な
喜
び

に
漫
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
や
が
て
読
経
を
終

え
記
念
写
真
を
撮
っ
た
後
、
墓
地
を
離
れ
ま
し

た
。
汗
で
濡
れ
た
法
衣
は
私
の
足
の
重
さ
に
加

わ
り
、
ず
し
り
と
肩
に
感
じ
ら
れ
、
墓
地
の
入

口
に
さ
し
か
か
っ
た
と
き
に
は
、
振
り
返
っ
て

合
掌
せ
ず
に
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
も
う

二
度
と
訪
れ
る
こ
と
も
な
い
か
も
知
れ
ぬ
と
思

い
な
が
ら
頭
を
下
げ
る
私
の
口
か
ら
、
ふ
と
「
有

難
う
益
ざ
い
ま
し
た
。
お
蔭
様
で
あ
り
ま
し

た
」
と
の
言
葉
が
洩
れ
た
の
で
し
た
。

　
狭
い
バ
ス
の
中
で
、
法
衣
を
替
え
始
め
る
間
．

に
車
は
動
き
出
し
、
誰
い
う
と
な
く
、
一
同
そ

の
手
を
休
め
る
と
、
墓
地
が
見
え
な
く
な
る
ま

で
合
掌
し
て
お
っ
た
の
も
、
今
は
懐
し
く
も
暖

い
思
い
出
で
あ
り
ま
す
。

　
各
所
の
戦
跡
を
経
め
ぐ
り
、
追
悼
の
意
に
胸

打
た
れ
な
が
ら
迎
え
た
八
月
二
日
、
私
た
ち
一

行
は
バ
ン
コ
ク
の
ホ
テ
ル
を
朝
七
時
に
出
発
し

陶
6｝
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四
時
間
余
を
費
し
て
ク
ワ
イ
洞
畔
に
あ
る
慰
霊

地
へ
着
き
ま
し
た
。
冷
房
の
き
い
た
車
内
か
ら

降
り
立
つ
と
、
そ
こ
は
炎
天
の
地
、
い
さ
さ
か

目
ま
い
を
感
ず
る
ほ
ど
で
あ
り
ま
し
た
が
、
同

地
に
は
、
ク
ワ
イ
洞
橋
架
工
事
の
た
め
に
、
現

地
人
、
日
本
人
合
わ
せ
て
数
千
名
の
尊
い
生
命

が
マ
ラ
リ
ア
や
疫
痢
そ
の
他
で
失
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

　
私
た
ち
の
読
経
の
声
が
強
い
日
射
し
の
下
に

響
き
わ
た
り
ま
し
た
。
い
つ
も
な
が
ら
の
汗
と

感
慨
と
と
も
に
ほ
ど
な
く
法
要
が
終
り
、
振
り

返
っ
た
私
た
ち
の
目
に
入
っ
た
の
は
、
三
人
の

参
拝
す
る
同
朋
。
話
し
か
け
て
み
ま
す
と
、
現

地
に
駐
在
の
書
記
官
の
御
一
家
で
、
私
た
ち
の

今
回
の
旅
行
目
的
を
お
伝
え
す
る
と
、
今
後
、

こ
の
慰
霊
地
を
充
分
に
管
理
し
て
行
き
た
い
と

い
う
嬉
し
い
言
葉
が
返
っ
て
来
ま
し
た
。
非
道

な
侵
略
を
加
え
た
当
地
に
あ
っ
て
、
と
も
す
れ

ば
冷
罵
の
視
線
を
投
げ
ら
れ
る
中
で
労
苦
さ
れ

る
御
一
家
の
こ
の
一
言
に
、
私
は
知
ら
ず
胸
の

熱
い
思
い
を
な
し
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

　
岸
辺
に
降
り
立
つ
と
茶
褐
色
の
水
面
は
公
害

の
な
い
青
空
を
映
し
、
折
し
も
「
ボ
ー
ッ
」
と

い
う
汽
笛
と
共
に
対
岸
よ
り
橋
を
渡
る
一
連
の

列
車
の
音
が
ひ
と
き
わ
耳
に
鳴
っ
て
「
聖
戦
」

の
名
の
も
と
に
行
わ
れ
た
無
謀
な
戦
闘
に
散
っ

た
人
々
の
声
を
私
に
知
ら
せ
る
よ
う
で
あ
り
ま

し
た
。

　
「
お
蔭
様
」
で
、
私
た
ち
は
手
旗
と
と
も
に

八
月
五
日
無
事
に
羽
田
へ
帰
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
ア
ク
シ
デ
ン
ト
に
も

見
舞
わ
れ
ず
、
　
一
同
に
と
っ
て
感
激
深
く
、
ま

た
実
り
多
い
旅
は
こ
う
し
て
終
り
ま
し
た
。

当
初
の
目
的
で
あ
る
「
お
蔭
様
」
の
意
昧
を

戦
没
者
の
上
に
知
る
こ
と
、
そ
れ
は
帰
国
早
々

の
現
在
、
ま
だ
私
の
胸
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
と

は
い
い
得
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
の
同
朋
が
血
を

流
し
、
空
し
く
熱
帯
の
山
野
に
今
な
お
散
じ
て

い
る
事
実
は
、
他
国
を
侵
略
し
た
嘗
て
の
苦
い

痛
み
に
増
幅
さ
れ
て
、
私
に
強
く
迫
り
ま
す
。

何
よ
り
の
成
果
が
そ
れ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

噂
噂プ

ー
ン
妃
殿
下
の

来
日
歓
迎
会
開
く

　
八
月
二
十
七
日
W
F
B
会
長
プ
ー
ン
妃
殿
下

サ
ン
ガ
バ
シ
事
務
総
長
及
び
マ
レ
ー
シ
ア
代
表

一
行
六
名
が
来
日
し
、
同
日
六
時
よ
り
品
川
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
ホ
テ
ル
で
、
末
広
理
事
長
、
麻
布

総
長
を
は
じ
め
事
務
総
局
と
仏
婦
、
三
口
暉
子

氏
、
孝
道
教
団
椎
谷
翌
春
が
出
席
し
て
歓
迎
会

を
開
催
し
た
。

　
、
一
行
は
、
八
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
六
日
の

間
、
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
常
任
理
事
会
の
帰
り

日
本
に
立
ち
寄
っ
た
も
の
で
、
プ
ー
ン
妃
殿
下

サ
ン
ガ
バ
シ
事
務
総
長
は
、
四
年
来
の
来
日
で

東
京
の
激
し
い
変
化
や
各
国
に
侵
透
し
て
い
く

日
本
の
新
興
宗
教
団
体
の
教
勢
に
驚
か
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
っ
た
。

　
一
行
は
、
一
日
だ
け
の
東
京
の
休
日
を
満
喫

さ
れ
、
翌
二
十
八
日
タ
イ
ペ
イ
に
向
い
、
東
南

ア
ジ
ア
各
国
を
訪
問
し
て
九
月
二
日
に
母
国
に

帰
る
予
定
で
あ
る
。

「
生
命
科
学
と
仏
教
」
完
結

シ
ン
ポ
ジ
▼
ウ
ム
三
年
目

　
今
年
度
の
日
本
仏
教
文
化
会
議
（
議
長
宮
本

正
尊
博
士
）
は
全
日
本
仏
教
会
、
国
際
仏
教
交

流
セ
ン
タ
ー
共
催
、
読
売
新
聞
社
後
援
の
も
と

さ
る
八
月
二
十
一
・
二
の
両
日
、
箱
根
仙
石
原

湖
尻
富
士
見
荘
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。

　
「
生
命
科
学
と
仏
教
」
と
、
最
近
注
目
を
集

め
で
い
る
学
者
を
テ
ー
マ
に
煙
り
組
ん
で
、
今

年
は
そ
の
第
三
年
号
、
結
び
の
年
と
し
て
熱
心

な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
展
開
さ
れ
た
。

　
二
十
一
日
午
後
一
時
よ
り
開
会
式
が
行
わ
れ

西
義
雄
師
の
壁
厚
に
よ
り
三
帰
漫
文
を
全
員
で

唱
和
し
た
あ
と
、
麻
布
事
務
総
長
の
開
会
挨

拶
、
主
催
者
側
か
ら
全
仏
稲
岡
常
務
理
事
（
末

広
理
事
長
欠
席
の
た
め
）
並
び
に
国
際
仏
教
交

流
セ
ン
タ
ー
岡
野
貴
美
子
名
誉
副
会
長
の
挨
拶

が
あ
っ
て
閉
式
。
引
き
つ
づ
き
宮
本
議
長
の
挨

拶
に
よ
っ
て
会
議
に
入
り
、
ま
ず
東
大
教
授
野

田
春
彦
博
士
の
「
生
物
と
し
て
の
人
間
の
本

性
」
東
大
名
誉
教
授
宮
本
正
尊
博
士
の
「
仏
教

か
ら
観
た
人
間
の
本
性
」
と
題
す
る
基
調
講
演

が
行
わ
れ
、
そ
の
あ
と
分
子
生
物
学
、
精
神
医

学
、
心
理
学
、
仏
教
学
等
斯
界
の
権
威
者
二
十

数
名
が
討
論
し
た
。

　
翌
日
は
朝
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
、
意
見

発
表
、
討
論
が
行
わ
れ
、
最
後
に
西
副
議
長
が

三
年
間
の
ま
と
め
を
発
表
し
て
終
了
し
た
。

　
な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
要
旨
は
次
号
本
誌

に
掲
載
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

全
日
仏
青
の
夏
期

セ
ミ
ナ
ー
盛
ん

奈
良
・
信
貴
山
玉
蔵
院
で

　
「
全
日
本
仏
教
青
年
会
（
全
仏
加
盟
団
体
）
」

主
催
に
よ
る
一
九
七
三
年
度
夏
期
セ
ミ
ナ
ー
が

奈
良
県
の
霊
峰
、
聖
徳
太
子
ゆ
か
り
の
地
、
信

貴
山
玉
蔵
院
を
会
場
に
去
る
八
月
二
十
七
、
二

十
八
日
の
両
日
開
催
さ
れ
た
。
今
回
の
夏
期
セ

ミ
ナ
ー
は
例
年
夏
期
結
集
と
し
て
行
わ
れ
て
来

た
も
の
を
セ
ミ
ナ
ー
形
式
に
か
え
た
も
の
で
あ

る
。
講
師
に
ア
サ
ヒ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ニ
ュ
ー
ス
編

集
長
・
中
尾
貞
観
氏
、
中
外
日
報
社
長
・
吉
田

留
次
郎
氏
を
む
か
え
て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
面

か
ら
「
現
代
の
苦
悩
」
、
宗
教
的
立
場
か
ら
「
自

一7一
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然
の
調
和
を
乱
す
も
の
」
と
い
う
題
で
ご
講
演

を
い
た
だ
き
、
ユ
ニ
ー
ク
な
現
代
の
と
ら
え
方

に
つ
い
て
討
論
し
、
青
年
僧
侶
の
進
む
べ
き
現

し
0
～
0
～
0

代
の
問
題
点
に
つ
い
て
そ
の
道
を
さ
ぐ
り
あ
っ

た
。
暑
い
中
、
大
阪
、
東
京
よ
り
三
十
九
名
の

参
加
を
え
、
盛
会
裡
に
閉
会
し
た
。

0
）
「
も
0
～
0
～
0
～
O
～
0
～
0
～
0
～
O
～
0
～
0
6

若
人
か
ら
作
文
や
論
文
を
募
集

青
少
年
育
成
国
民
会
議
で
呼
び
か
け

　
社
団
法
人
青
少
年
育
成
国
民
会
議
（
会
長
茅

誠
司
）
で
は
、
総
理
府
、
日
本
放
送
協
会
等
の

後
援
の
も
と
、
青
少
年
が
逞
ま
し
く
心
豊
か
に

成
長
す
る
た
め
に
、
自
ら
の
啓
発
に
つ
と
め
る

よ
う
、
ま
た
、
青
少
年
の
意
見
を
正
し
く
社
会

に
訴
え
反
映
さ
せ
る
機
会
と
す
る
た
め
、
毎
年

全
国
の
青
少
年
か
ら
作
文
・
論
文
を
募
集
し
て

い
る
が
、
今
年
度
も
宗
連
を
通
し
て
協
力
の
依

頼
が
あ
っ
た
の
で
、
広
く
青
少
年
に
応
募
の
呼

び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
要
項
は
次
の
と
お
り
。

主
題
　
く
論
文
の
部
V

　
・
今
、
青
年
に
で
き
る
こ
と
は
？

　
〈
作
文
の
部
V

　
・
遊
び
と
勉
強

　
・
「
立
志
」
を
考
え
る
（
十
四
歳
に
な
っ
て
）

応
募
資
格
（
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
三
十
日
現

　
在
）

　
〈
作
文
の
部
V
満
十
六
歳
未
満
の
者

　
く
論
文
の
部
V
満
十
六
歳
以
上
、
満
二
十
六

　
　
　
　
　
　
歳
未
満
の
者

応
募
方
法

　
　
　
　
　
昭
和
四
十
八
年
九
月
一
日
発
行

　
①
応
募
は
一
名
一
点
に
限
る

　
②
作
品
は
作
文
の
部
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙

　
　
五
枚
以
内
。
論
文
の
部
は
一
〇
枚
以
内
と

、
　
す
る

　
⑧
作
品
は
た
て
書
き
と
し
、
で
き
る
だ
け
万

　
　
年
筆
・
ペ
ン
を
使
用
し
て
下
さ
い

　
ω
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
・
性
別
・
生

　
　
年
月
日
・
職
業
お
よ
び
勤
務
先
（
在
学
中

　
　
の
者
は
学
校
名
と
学
年
）
を
作
品
の
頭
初

　
　
に
書
い
て
下
さ
い

　
㈲
本
人
の
作
品
で
未
発
表
の
も
の
に
限
る

　
⑥
三
品
、
添
付
資
料
等
は
返
却
し
ま
せ
ん

作
品
送
付
先

　
〒
一
五
五
　
東
京
都
渋
谷
区
代
々
木
神
園
町

　
三
ノ
一
　
社
団
法
人
青
少
年
育
成
国
民
会
議

締
切
期
日

　
昭
和
四
十
八
年
十
一
月
三
十
日
（
消
印
有
効
）

入
賞
決
定
と
発
表

　
ω
入
賞
作
品
は
審
査
委
員
会
で
決
定
す
る

　
②
入
賞
者
に
つ
い
て
は
本
人
に
通
知
す
る
と

　
　
と
も
に
昭
和
四
十
九
年
一
月
十
五
日
に
発

　
　
表
す
る

表
彰発
行
人
麻
布
照
海
　
発
行
所

作
文
の
部

　
一
席
内
閣
総
理
大
臣
賞
お
よ
び
副
賞

　
　
　
　
（
記
念
品
）
　
　
　
　
　
一
名

　
二
席
総
理
府
総
務
長
官
賞
お
よ
び
副
賞

　
　
　
　
（
記
念
品
）
　
　
　
　
　
　
二
名

　
三
席
青
少
年
育
成
国
民
会
議
会
長
賞
お

　
　
　
　
よ
び
副
賞
（
記
念
品
）
　
二
十
名

　
佳
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
名
程
度

論
文
の
部

　
一
席
　
内
閣
総
理
大
臣
賞
お
よ
び
副
寅

　
　
　
　
（
一
〇
万
円
）
　
　
　
　
　
一
名

　
二
席
　
総
理
府
総
務
長
官
賞
お
よ
び
副
質

　
　
　
　
（
五
万
円
）
　
　
　
　
　
　
二
名

　
三
席
　
青
少
年
育
成
国
民
会
議
会
長
寅
お

　
　
　
　
よ
び
副
賞
（
一
万
円
）
　
二
十
名

　
佳
作
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
十
名
程
度

　星

悼

財
団
法
人

伊
藤
哲
雄
師
（
全
仏
常
務
理
事
、
東
京
本
願
寺

　
輪
番
）

　
八
月
二
十
日
午
後
六
時
、
富
山
県
の
自
身
西

　
養
寺
で
狭
心
症
の
た
め
遷
化
さ
れ
た
。
行
年

　
六
十
九
歳
。
二
十
三
日
、
同
寺
で
密
葬
を
執

　
行
。
別
院
葬
は
九
月
十
五
日
、
午
後
二
時
よ

　
り
東
京
別
院
で
営
ま
れ
る
。

　
師
は
、
昭
和
四
十
五
年
か
ら
東
京
本
願
寺
輪

　
番
、
東
京
宗
務
出
張
所
長
を
勤
め
、
全
仏
常

　
務
理
事
、
虚
不
議
六
期
O

森
岡
善
暁
師
（
真
言
宗
泉
涌
寺
派
宗
務
総
長
）

　
八
月
二
十
八
日
午
前
一
時
二
十
五
分
、
副
じ

　
　
全
日
本
仏
教
会

ん
腫
瘍
の
た
め
、
・
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
で

遷
化
、
七
十
歳
。
葬
儀
は
、
三
十
日
午
後
二

時
か
ら
、
山
内
の
自
証
観
音
寺
で
執
行
。
二

仏
評
議
員
を
勤
め
た
。

　
事
務
総
局
録
事
（
七
月
．
八
月
）

四
日
　
　
全
仏
税
務
講
習
会
（
京
都
・
大

　
　
　
　
谷
派
会
議
室
）

六
日
　
　
局
内
会
議

十
一
日
仏
教
鎖
仰
会
「
都
民
お
盆
の
集

　
　
　
　
い
」
出
席

十
三
～
十
六
日
盆
休

二
十
日
　
W
C
R
P
青
年
部
会
幹
事
会

三
十
日
　
京
都
各
本
山
挨
拶
廻
り

三
十
一
日
永
平
寺
へ
挨
拶

（
八
月
）

八六三
日日日

九
日

十
日二二二二十

十十十十三
三三一日～
～日～　十
二　二常六
十全十務日
六十二理
日創世事盆

二
十
七
日

三
十
一
日

関
西
事
務
局
来
園
打
合
せ

局
内
会
議

人
生
哲
学
研
究
会
日
本
総
会

（
於
孝
道
山
）
出
席

文
化
庁
宗
務
課
新
旧
課
長
挨
拶

来
局
宗
連
幹
事
会

　
　
　
盆
休

常
務
理
事
会

　
　
　
　
　
仏
教
文
化
会
議

　
全
仏
創
立
記
念
日

　
　
　
　
　
W
F
B
常
任
理
事

会
（
於
ソ
ウ
ル
）

　
プ
ー
ン
妃
殿
下
一
行
歓
迎
会

　
局
内
会
議

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五
（
東
京
本
願
寺
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
～
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